
https://www.town.kokonoe.oita.jp/https://www.town.kokonoe.oita.jp/

No.803
20234

⃝まちの話題	 6p
⃝町からのお知らせ	 7p
⃝町長コラム	 14p
⃝文化財探訪／心の扉	 15p
⃝図書館だより	 16p
⃝ふるさと自然学校	 17p
⃝暮らしの情報	 18p
⃝歳時記／こちら 119 番	 19p

今月の表紙
　３月１７日に北里 京さん（右上写真）、
３月２３日に髙倉 綾子さん（左下写真）
が１００歳を迎えられました。
　令和４年度には６名の方が１００歳を
迎えられています。
　いつまでも長生きしてください。

特集①「令和５年度施政方針・教育行政基本方針の概要」
特集②「令和５年度当初予算」



　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
を
位
置
づ

け
た
九
重
町
第
５
次
総
合
計
画
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
２
年
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
九
重
町
第
５
次
総
合
計

画
で
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来
像
『
未
来
へ

つ
な
ご
う
！
豊
か
な
こ
こ
ろ
と
癒
や
し

の
自
然　
～
み
ん
な
で
つ
な
ぐ　

未
来

へ
の
バ
ト
ン
～
』
の
実
現
に
向
け
、
引

き
続
き
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お

い
て
は
、
今
後
５
類
へ
移
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
人
の
流
れ
が
活
発
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
農
業

や
観
光
業
な
ど
の
地
方
経
済
を
支
え
る

基
幹
産
業
へ
の
打
撃
等
経
済
・
社
会
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　

令
和
５
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
町
政
運
営
の
方
針
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
施
策
の
方
向

●農林畜産業の振興
・農林畜産業従事者の高齢化が進み担い手が減少す

る中、持続可能な農業を実現するため、担い手の
確保・育成、農地の集積、省力化や低コスト化等
を進めていきます。

・専業ではなく農業を自分の暮らしに取り入れる兼業
生産者や多業生産者といった「小さな農業者」を育
てる取り組みを検討していきます。

玖珠郡キャトルステーション建設事業（27,839千円）
しいたけ増産体制整備総合対策事業（17,569千円）
くすここのえ産直ネット集出荷場等建設事業（5,157千円）

●子育て支援と児童福祉の充実
・「子ども家庭総合支援拠点」と「子育て世代包括
支援センター」を設置し、「九重町要保護児童対策
地域協議会」等の関連機関と連携し妊娠期から子
どもの社会的自立に至るまでの包括的かつ継続的
な伴走型支援体制の構築を図ります。

・「子宝手当」「出産子育て応援給付金」等子育て世
帯への経済的支援を継続します。

子ども家庭総合支援拠点及び子育て世代包括支援センター設置
子宝手当（13,560 千円）

出産子育て応援給付金（2,600 千円）

●商工、生活、定住対策等
・『九重町中小企業・小規模事業者振興計画』に
基づき小規模事業者等の経営強靭化を図ります。

・マイナンバーカードの申請・交付業務については、
時間外窓口の開設に加え、各行政区や事業所等に
出向く出張申請受付を引き続き実施し、マイナンバー
カード取得率の向上に努めます。

・釣住宅の空きスペース及び隣接地を活用した分譲
宅地の整備を図ります。

書曲改良住宅建設事業（19,397 千円）
釣住宅宅地造成事業（124,010 千円）

ケーブルテレビ機器更新事業（26,910 千円）

●学校教育、社会教育の推進
・学校教育では、「地域に開かれた教育」を実現する

ために取組んできた「ここのえ学園基本計画」の推
進が６年経過しているので、計画を見直し、取組み
を深めていきます。

・社会教育分野では、各地区公民館・ふれあい交流
センターを中心に「自助・共助・公助」のまちづくり
を推進し、「若者の社会教育活動の参加促進」をめ
ざした活動の充実を図ります。また、地区公民館と
地区協議会がより一層の連携と協働を深めます。

タブレット端末更新事業（9,656 千円）
スクールバス購入事業（11,856 千円）

文化センター舞台照明改修事業（112,880 千円）

施政方針と      教育行政基本方針の概要

特集①
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施政方針、教育行政基本方針とは？
　町政を進めて行く中でまず、総合計画という長
期計画を策定し、長期的な方針を決定しています。
　その達成のために、毎年度の町の考えや方針を
示しているのが、施政方針及び教育行政基本方針
で、通常第１回の定例議会にて説明を行います。

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
補
助
金
や
交
付
金
等
を
活
用

し
、
地
域
経
済
の
再
活
性
化
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
復
旧

事
業
等
の
影
響
に
よ
り
進
捗
が
遅
れ
て

い
る
移
住
・
定
住
対
策
で
あ
る
宅
地
造

成
事
業
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て

施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
や
社
会
資
本
・

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
事
業
な
ど
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
の
社
会
情
勢
を
見
通
す
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
担
い

手
不
足
や
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
と

い
っ
た
本
町
の
抱
え
る
深
刻
な
構
造
的

課
題
の
解
決
に
向
け
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
な
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
悩
み
等
の
相

談
や
支
援
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
重

層
的
支
援
体
制
に
よ
る
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
行
政
改
革
を
実
行
す
る

と
と
も
に
、
外
部
人
材
や
民
間
の
力
を

活
用
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●安全で安心なまちづくり
・激甚化・頻発化する自然災害における被災リスクの

軽減を図るため、減災対策や発生時の危機管理体
制を強化します。今年度は、玖珠郡合同防災訓練
により、大分河川国道事務所や県、陸上自衛隊、
消防、警察等の防災関係機関と地元協力団体と連
携した訓練を実施し、防災体制の構築と防災機能
の充実を図ります。

過年災復旧事業（761,913 千円）
消防車等購入事業（32,197 千円）

急傾斜崩落対策事業（13,046 千円）

●健康・福祉・医療の充実と推進
・既存の制度のみでは課題が解消できないケースが

増えています。これらの課題を解消するためにさま
ざまな仕組みからなるセーフティネットを構築する
重層的支援体制をスタートします。

・町の健康づくりの方策や目標を示す「第３次健康
ここのえ２１計画」を策定します。町の健康課題
解決に向けた取り組みとともに、人と人とのつな
がりなど、「社会的健康」からの視点も提示でき
るよう検討を行います。

重層的支援体制整備事業 (44,431 千円 )
支え合い活動拠点整備事業 (1,000 千円 )

●観光振興
・令和６年度に開始される「福岡・大分デスティネー

ションキャンペーン」に向け誘客促進を図ります。
・九重版 DMO の組織化について、外部の専門人材

の配置等を行い、早期の設立を目指します。
・泉水キャンプ村については、老朽化した給水管の

更新など、計画的に施設整備を行います。

DMO 設立関連事業（15,316 千円）
泉水キャンプ村改修事業（62,066 千円）

プロモーション用動画作成事業（896 千円）

●自然環境保全の推進
　　　・自然エネルギーの有効活用
・地球温暖化対策推進のため町内の防犯灯 LED

化事業を行います。
・ゼロカーボンシティ表明に向けた住民学習会の

開催や検討を行います。
・再生可能エネルギーについては、乱開発を抑制し

つつ、町内で検討が進むエネルギーの有効活用
を推進します。

・景観計画策定に向け、町内における景観保全と
景観形成の考え方について整理を行います。

小中学校体育館照明 LED 化設計（4,730 千円）
EV 車整備事業（4,683 千円）

施政方針と      教育行政基本方針の概要
令和５年度
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議会費 

1万 81 円 
 

町議会の運営のための経費 

総務費 

17万 290円 
 

役場の全般的な事務の経費、

ケーブルテレビの経費 

民生費 

18 万 9,158円 
 

高齢者や障がい福祉、

子育て支援等のための経費 

衛生費 

8万 5,676円 
 

保健衛生や疾病予防、

ゴミ・し尿処理のための経費 

農林水産業費 

7万 9,438 円 
 

農業、林業、畜産業の振興の

ための経費 

商工費 

3万 9,171円 
 

商工や観光の振興、

大吊橋運営のための経費 

土木費 

6 万 2,775円 
 

道路の改良・維持管理や

町営住宅改修のための経費 

消防費 

3万 1,615円 
 

消防団活動や広域消防の

負担金などの経費 

教育費 

10万 3,667 円 
 

学校教育や社会教育、スポーツ

や文化活動のための経費  

災害復旧費 

11万 8,476円 
 

災害復旧のための経費 

公債費 

7 万 8,931円 
 

町の借金を返済するための

経費 

諸支出金・その他 

2万 107円 
 

預金への積立や予備費など 

九重町人口（Ｒ５年２月末時点）８，６６７人で計算 

一般会計 ８５億７，５００万円 

　令和５年度においても、一昨年度から引き続き過年災害からの復旧事業（予算額：７億６，１９１万円）を

基軸に編成を行い、対前年度比２億２，５００万円減（▲２．６％）の予算となりました。 本年度も、まずは

過年災害からの早期復旧を最優先とする中で、定住促進を目的として宅地造成事業や、高齢化・人口減少など

様々な地域課題に向き合う地域共生社会の実現を目指すための、重層的支援体制整備事業など、「九重町第５

次総合計画」を基本とした予算を計上しています。 今後も、各種事業の進捗状況を踏まえた評価・検証・見え

る化を段階的に実施しながら、財政の弾力性を維持しつつ、持続可能な財政基盤の確立を目指します。 

　特別会計は、特定の収入をもって特定の

事業を行うため、一般会計と区別して事業

を行うもので、独立採算が原則です。５会

計総額で、約３４億１，６０４万円のうち、

最も多いのは、国民健康保険事業の１５ .０

０億円（４３.９%）。次いで、介護保険事業で、

１４.４２億円（４２.２％）となっています。 

区分 予算額 対前年度比 

国民健康保険 １５億４８万円 ▲1.2％ 

水道 ２億４，０５５万円 ９７．４％ 

飯田高原診療所 ６,９３９万円 ２．３％ 

介護保険 １４億４，２１１万円 ▲0.8％ 

後期高齢者医療 １億６,３５０万円 １．２％ 

特別会計 ３４億１，６０４万円 

（令和４年度対比 ２億２，５００万円減 [▲２.６％]） 

 財政構造をわかりやすくするため、町の財政状況を家庭の家計簿に置き換えてみます。

九重太郎さん家の１年間の総収入を実家からの援助や銀行からの借金などを含めて、５６４

万円*として、その内容をみていきましょう。 （*令和３年度国民生活基礎調査より、1世帯あたりの平均所得） 

 

九重町の総収入 ８５．８億円 

町税や譲与税など １６.１億円 

寄付金や諸収入など 7.７ 億円 

地方交付税 2５.０ 億円 

国・県支出金 １９.６億円 

地方債 ３.３ 億円 

繰入金 １４.１億円 

九重太郎さん家の総収入 ５６４万円 

給料や配偶者のパート収入 

農業収入など 
１５７万円 ２７.８ % 

実家からの援助金 ２９３万円 ５２.０ % 

銀行等からの借金 ２１万円 ３.７ % 

預金の取り崩し ９３万円 １６.５ % 

九重町の総支出 ８５．８億円 

人件費・物件費・補助費 ４３.３億円 

扶助費 5.２億円 

公債費 ６.８億円 

投資的経費 ２３.２億円 

繰出金 4.６億円 

積立金など ２.７億円 

九重太郎さん家の総支出 ５６４万円 

生活費や教育費、税金など ２８５万円 ５０.５ % 

医療費 ３４万円 ６.１ % 

ローンの返済金 ４５万円 ８.０ % 

車の購入や家の増改築 １５３万円 ２７.１ % 

子どもへの仕送り金 ３０万円 ５.３ % 

預金や予備的なもの １７万円 ３.０ % 

 

　恒常的な収入は、年間１５７万円、総収入の２７．８％です。九重町のような小規模市町村の収入構造は、
おおむねこのような形が多くみられます。九重太郎さん家は、今年、車の購入を予定しているため、その
財源を預金の取壊しと借金で賄います。実家からの援助金は、医療費や家の増改築など使い道が定められ
ています。 

依存財源（60.３％） 

自主財源（39.７％） 

特集②  
－持続可能な財政基盤の確立に向けて－

九重町の当初予算  
令和５年度

（令和４年度対比 ９，２３５万円増 [＋２．８％]） 

町民 1 人あたりに使われているお金 合計 9８万 9,385 円 
 

地方交付税  
2５億円 
（２９.２％）  

県支出金

  ９.９億円
（１１．６％）国庫

支出金

 ９.６億円

 （１１.２％）

その他 

８.４億円  

（９.７％）  

繰入金

 

１４.１億円

 

（１６.４％）

 

町税 
11.６億円

（1３.６％）
 

町債 3.３億円（３．８％） 

各種交付金 

３．９億円 

（4.５％） 

歳 入 

人件費 

1５．０億円 

（１７．５％） 

物件費 

１７.０億円  

（１９.９％）  

歳 出 
［性質別］ 

 

扶助費 

5.２億円 

（６.０％）

 

 

補助費等

11.２億円

（13.１％） 

投資的経費 

２３.２億円  

（２７.１％） 

公債費 

6.9億円  

（８.０％）

繰出金 4.６億円 

（5.３％） 

その他 2.７億円（３.１％） 

広報ここのえ　2023.4 月号広報ここのえ　2023.4 月号 44



議会費 

1万 81 円 
 

町議会の運営のための経費 

総務費 

17万 290円 
 

役場の全般的な事務の経費、

ケーブルテレビの経費 

民生費 

18 万 9,158円 
 

高齢者や障がい福祉、

子育て支援等のための経費 

衛生費 

8万 5,676円 
 

保健衛生や疾病予防、

ゴミ・し尿処理のための経費 

農林水産業費 

7万 9,438 円 
 

農業、林業、畜産業の振興の

ための経費 

商工費 

3万 9,171円 
 

商工や観光の振興、

大吊橋運営のための経費 

土木費 

6 万 2,775円 
 

道路の改良・維持管理や

町営住宅改修のための経費 

消防費 

3万 1,615円 
 

消防団活動や広域消防の

負担金などの経費 

教育費 

10万 3,667 円 
 

学校教育や社会教育、スポーツ

や文化活動のための経費  

災害復旧費 

11万 8,476円 
 

災害復旧のための経費 

公債費 

7 万 8,931円 
 

町の借金を返済するための

経費 

諸支出金・その他 

2万 107円 
 

預金への積立や予備費など 

九重町人口（Ｒ５年２月末時点）８，６６７人で計算 

一般会計 ８５億７，５００万円 

　令和５年度においても、一昨年度から引き続き過年災害からの復旧事業（予算額：７億６，１９１万円）を

基軸に編成を行い、対前年度比２億２，５００万円減（▲２．６％）の予算となりました。 本年度も、まずは

過年災害からの早期復旧を最優先とする中で、定住促進を目的として宅地造成事業や、高齢化・人口減少など

様々な地域課題に向き合う地域共生社会の実現を目指すための、重層的支援体制整備事業など、「九重町第５

次総合計画」を基本とした予算を計上しています。 今後も、各種事業の進捗状況を踏まえた評価・検証・見え

る化を段階的に実施しながら、財政の弾力性を維持しつつ、持続可能な財政基盤の確立を目指します。 

　特別会計は、特定の収入をもって特定の

事業を行うため、一般会計と区別して事業

を行うもので、独立採算が原則です。５会

計総額で、約３４億１，６０４万円のうち、

最も多いのは、国民健康保険事業の１５ .０

０億円（４３.９%）。次いで、介護保険事業で、

１４.４２億円（４２.２％）となっています。 

区分 予算額 対前年度比 

国民健康保険 １５億４８万円 ▲1.2％ 

水道 ２億４，０５５万円 ９７．４％ 

飯田高原診療所 ６,９３９万円 ２．３％ 

介護保険 １４億４，２１１万円 ▲0.8％ 

後期高齢者医療 １億６,３５０万円 １．２％ 

特別会計 ３４億１，６０４万円 

（令和４年度対比 ２億２，５００万円減 [▲２.６％]） 

 財政構造をわかりやすくするため、町の財政状況を家庭の家計簿に置き換えてみます。

九重太郎さん家の１年間の総収入を実家からの援助や銀行からの借金などを含めて、５６４

万円*として、その内容をみていきましょう。 （*令和３年度国民生活基礎調査より、1世帯あたりの平均所得） 

 

九重町の総収入 ８５．８億円 

町税や譲与税など １６.１億円 

寄付金や諸収入など 7.７ 億円 

地方交付税 2５.０ 億円 

国・県支出金 １９.６億円 

地方債 ３.３ 億円 

繰入金 １４.１億円 

九重太郎さん家の総収入 ５６４万円 

給料や配偶者のパート収入 

農業収入など 
１５７万円 ２７.８ % 

実家からの援助金 ２９３万円 ５２.０ % 

銀行等からの借金 ２１万円 ３.７ % 

預金の取り崩し ９３万円 １６.５ % 

九重町の総支出 ８５．８億円 

人件費・物件費・補助費 ４３.３億円 

扶助費 5.２億円 

公債費 ６.８億円 

投資的経費 ２３.２億円 

繰出金 4.６億円 

積立金など ２.７億円 

九重太郎さん家の総支出 ５６４万円 

生活費や教育費、税金など ２８５万円 ５０.５ % 

医療費 ３４万円 ６.１ % 

ローンの返済金 ４５万円 ８.０ % 

車の購入や家の増改築 １５３万円 ２７.１ % 

子どもへの仕送り金 ３０万円 ５.３ % 

預金や予備的なもの １７万円 ３.０ % 

 

　恒常的な収入は、年間１５７万円、総収入の２７．８％です。九重町のような小規模市町村の収入構造は、
おおむねこのような形が多くみられます。九重太郎さん家は、今年、車の購入を予定しているため、その
財源を預金の取壊しと借金で賄います。実家からの援助金は、医療費や家の増改築など使い道が定められ
ています。 

依存財源（60.３％） 

自主財源（39.７％） 

特集②  
－持続可能な財政基盤の確立に向けて－

九重町の当初予算  
令和５年度

（令和４年度対比 ９，２３５万円増 [＋２．８％]） 

町民 1 人あたりに使われているお金 合計 9８万 9,385 円 
 

地方交付税  
2５億円 
（２９.２％）  

県支出金

  ９.９億円
（１１．６％）国庫

支出金

 ９.６億円

 （１１.２％）

その他 

８.４億円  

（９.７％）  

繰入金

 

１４.１億円

 

（１６.４％）

 

町税 
11.６億円

（1３.６％）
 

町債 3.３億円（３．８％） 

各種交付金 

３．９億円 

（4.５％） 

歳 入 

人件費 

1５．０億円 

（１７．５％） 

物件費 

１７.０億円  

（１９.９％）  

歳 出 
［性質別］ 

 

扶助費 

5.２億円 

（６.０％）

 

 

補助費等

11.２億円

（13.１％） 

投資的経費 

２３.２億円  

（２７.１％） 

公債費 

6.9億円  

（８.０％）

繰出金 4.６億円 

（5.３％） 

その他 2.７億円（３.１％） 
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まちの話題

３
30 九重寿大学卒業式・修了式

卒業生挨拶をされた時松正秋さん

　３月３０日、九重文化センターにて第５０期九重寿大学
の卒業式・修了式が行われました。
　今年度は、卒業生１名、第１学年修了生８名、第２
学年修了生６名に卒業証書及び修了証書が授与され
ました。
　寿大学は、高齢者の学習の場として３年制で毎月
開校されており、卒業後も研修生として多くの方が残
られています。

３
10 ２年連続 特Ａ獲得

（左から）JAおおいた西部エリア営農経済センター 木下慎二統括部長、
日野町長、JAおおいた西部エリア営農経済センター 江藤俊幸営農部長、
JAおおいた西部エリア営農経済センター 梅木祐介農産課専任課長

　令和４年産米の食味ランキングで大分県西部地区
の “ ひとめぼれ ” が「特 A」を獲得し、３月１０日、
大分県農業協同組合（ＪＡおおいた）西部エリア営
農経済センターがその報告に訪れました。
　大分県西部地区では、平成２９年度から「特 A」
獲得のための 「良食味米プロジェクトチーム」を設
立しており、今回２年連続 「特 A」を獲得しています

（通算７回目）

新たな消防車で地域の安全を
　消防ポンプ自動車１台を購入し九重町消防団第
１２分団２７部（串野・梶屋）へ引き渡しました。
　最新の消防設備で「火災や災害のない安全な
町づくり」を目指していきます。

いつでも利用しやすい運動場に
　飯田小学校・南山田小学校屋外運動場の改修
工事を行いました。
　今回の工事では排水の改善を図り、雨天後や
冬季でも使用しやすい施設となりました。

充実した温かい給食を
　各小中学校・こども園の給食で使用している、
ご飯用食缶を更新しました。これからも温かい給食
を提供していきます。また、東飯田方面の給食運
搬車１台を更新しました。

防衛省エンブレム

特定防衛施設周辺整備交付金を活用して整備しました。
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令和５年度 新採用職員を紹介します‼

九
重
町
教
育
長

時
松 

栄
子

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

３
月
17
日
、
九
重
町
議
会
の
承
認
を
得
、
４
月

１
日
に
町
長
よ
り
辞
令
を
い
た
だ
き
教
育
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
時
松
栄
子
で
す
。
就
任
に
あ
た

り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
玖
珠
町
立
森
中
学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
、
３
月
末
に
九
重
町
立
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校

を
退
職
す
る
ま
で
32
年
間
教
職
員
と
し
て
勤
め
て

参
り
ま
し
た
。
特
に
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
で
は

主
幹
教
諭
と
し
て
１
年
、
教
頭
と
し
て
２
年
、
校

長
と
し
て
３
年
間
お
世
話
に
な
り
、
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
開
校
10
周

年
を
迎
え
、
記
念
行
事
を
開
催
し
10
年
の
歴
史
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
開
校
か
ら
10
年
、
多
く
の
方

に
支
え
ら
れ
、
多
く
の
方
の
期
待
を
背
負
っ
た
中

学
校
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
ま
さ
に
「
こ
こ

の
え
学
園
」
の
、
す
べ
て
の
町
民
で
町
の
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
と
い
う
考
え
方
を
体
現
い
た
し
ま

し
た
。

　
さ
て
、
九
重
町
は
、
令
和
４
年
に
策
定
し
た
「
九

重
町
第
５
次
総
合
計
画
」
で
町
の
将
来
像
を
「
未

来
へ
つ
な
ご
う
！
豊
か
な
こ
こ
ろ
と
癒
し
の
自
然

～
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
未
来
へ
の
バ
ト
ン
～
」
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
定
め
た
ま
ち
づ
く
り
の

基
調
の
一
つ
に
「
こ
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
み
、
希

望
を
か
な
え
る
ま
ち
」
と
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
夢
を
育
み
、
希
望
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、

子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
力
を
つ

け
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
一
人

一
人
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
、
未
来

を
見
据
え
た
「
豊
か
な
心
・
確
か
な
学
力
・
健
や

か
な
体
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
み
、「
生
き
る
力
」

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
て
い
た
活
動
も
、
元
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
学
び
を
止
め
な
い

よ
う
に
工
夫
し
て
き
た
こ
と
や
、
本
当
に
必
要
な

も
の
の
取
捨
選
択
等
、
学
ん
で
き
た
知
見
を
活
か

し
、
九
重
町
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
推
進
に

努
め
、
日
野
町
政
の
発
展
と
な
る
よ
う
最
善
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

よろしくお願いします

長
な が え

柄 泰
た い が

雅
（社会教育課）

土
つ ち や

谷 優
ゆ う な

奈
（子育て支援課）

都
つ ざ き

𥔎 彩
さ や か

花
（飯田子ども園）

町
まちかわ

川 直
な お

央
（税務課）
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『チームタデ原～ヒゴタイ子を守る会～』新メンバーを募集します！
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　　☎７６－３１５０

長者原ビジターセンター　☎７９－２１５４

●募集対象 ： 九重町に住む小学校４年生～中学校３年生

●活動日時 ： ２ヶ月に１回程度（日付未定・２０２２年度は年８回活動）
　　　　　　基本は土曜日、場合によっては日曜・祝日　９：００～１５：００　※例外あり

●活動内容 ： タデ原観察、鹿島干潟体験交流会、坊ガツル学習会、草こづみつくり、
　　　　　　野焼き見学等

●参 加 費 ： 無料　※他団体主催行事への参加では一部負担の場合あり

●活動場所 ： 基本は長者原ビジターセンターおよびタデ原湿原

●応募方法 ： 二次元コードを読み取り、応募フォームより申込いただくか、
　　　　　　４月に学校で配布される申込用紙に必要事項を記入のうえ
　　　　　　提出してください。

▲応募フォーム

　「チームタデ原～ヒゴタイ子を守る会～」とは、九重町の長者原にある「タデ原湿原」を中心に、自然と
触れ合いながら自然保護について考えたり活動したりするグループです。現在九重町の小学生６人のメンバー
で活動しています。新しく挑戦してみたい事、活動を経て今後も続けたいことなど、活動の内容はメンバーで
考えていくことがチームタデ原の特徴です ! チームタデ原の新しいメンバーとして一緒に活動しませんか？
　※チームタデ原の活動は、ここのえ子ども広場のメニュー（事業）のひとつとして実施されています。

鹿島干潟体験交流会の様子
干潟の生きものの観察や
干潟体験を行いました

坊ガツル学習会
ゴミ拾いやミヤマキリシマの

保全活動を行いました
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九重町で元気な暮らしを続けるために「ほほ笑み教室」に参加してみませんか？
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　３つ以上当てはまったらフレイルかもしれません。
　フレイルとは、年齢を重ねることにより体や心のはたらき、社会的なつながりが弱くなった状態をいいます。
そのまま放置すると、要介護状態になる可能性があります。
　でも大丈夫！！フレイルは早めに気づいて、運動習慣や食習慣、社会参加などの予防法を実践することで、
元の健康な状態に戻ることができます。フレイルを予防し、元気にいきいきとした生活を送るコツを学ぶために

「ほほ笑み教室」に参加してみませんか？

～「ほほ笑み教室」について～
　ほほ笑み教室は九重町内に住む６５歳以上の方を対象に、週１回（午前中）各地区で開催してい
ます。開講日等についてはお問い合わせください。参加費は無料です。
　健康チェック（血圧、体重など）・体力測定・筋力向上のための運動（めじろん元気アップ体操等）・
口の健康や栄養改善のお話等、フレイルの予防についても学ぶことができます。
※送迎ができます。必要な方はご相談ください。

６月から診療日等が変更されます
開診日及び診療時間等
●月曜日・火曜日・金曜日　　午前１０時～午後５時３０分（午後０時３０分～午後２時は昼休み）
●水曜日・土曜日　　　　　　午前１０時～午後１時
●木曜日・日曜日・祝日はお休みします。

玖珠耳鼻咽喉科医院の医師交代について
●お問い合わせ　玖珠九重行政事務組合　☎７３－２３１１
　　　　　　　　玖珠耳鼻咽喉科医院　　☎７２－２８５１

健康福祉課　　　　　　☎７６－３８２１

　玖珠耳鼻咽喉科医院（玖珠町）院長を１９７３年から５０年にわたり
務めてこられた野北慶之助先生（写真左）が５月３１日をもって退任
されます。６月からは、上野哲子先生（写真右）が着任されます。

※年末年始、その他学童検診等で休診する場合があります。
※医師交代に伴う機器入れ替え等のため、５月１５日から３１日まで診療を休止します。
　ご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願いします。

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

10：00 ～ 12：30
（受付 9：30 ～ 12：00） ○ ○ ○

13：00まで
× ○ ○

13：00まで
×

14：00 ～ 17：30
（受付 13：30 ～ 17：00） ○ ○ × × ○ × ×

　　　最近こんなことはありませんか？
□ 椅子から立ち上がるとき手すりや杖が必要
□ ６か月で２～３kg 以上体重が減ったまたは増えた
□ 週に１回以上家族以外の人と会う場所に出かけていない
□ 楽にできていたことが面倒に感じる

Check!
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土地（家屋）価格等縦覧帳簿の縦覧について
●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金について
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２

　固定資産の価格等を記載した帳簿の縦覧により、自己の所有する土地・家屋とほかの土地・家屋との比較が
できます。縦覧については以下のとおりです。

　九重町国民健康保険では、令和５年３月３１日までの間に感染した新型コロナウイルス感染症の療養のため労務
に服することができない被保険者で被用者（会社等からの給与収入がある方）に傷病手当金を支給してきましたが、
令和５年４月１日から同年５月７日の間に感染し、労務に服することができない期間についても支給の対象とすること
とします。申請方法等については、上記の問い合わせ先までお問い合わせください。

※自己の固定資産課税台帳の内容等について知りたい方は「閲覧」で確認することができます。
　「縦覧制度」についての詳しい内容は、お問い合わせ先までご連絡ください。

縦覧期間　　４月１日から５月３１日まで（ただし、土・日曜日及び祝祭日の閉庁日を除く）
　　　　　　午前８時３０分から午後５時まで
縦覧場所　　九重町役場　税務課
必要な物　　運転免許証などの本人確認書類、代理人の場合は委任状

縦覧できる人 縦覧できる内容

土地価格等縦覧帳簿 町内の土地の固定資産税納税者 町内で課税対象になっている土地の所在、
地番、地目、地積、価格

家屋価格等縦覧帳簿 町内の家屋の固定資産税納税者 町内で課税対象になっている家屋の所在、
家屋番号、種類、構造、床面積、価格

●納税者の同居親族で納税者から委任を受けた者及び納税者の代理人として委任状等を提示できる
者等も縦覧することができます。

●資産の所有者であっても納税者でなければ縦覧できません。償却資産は対象外です。
●所有する土地・家屋の課税内容は５月にお送りする納税通知に同封する固定資産税（土地・家屋）

課税明細書でも確認できます。

支 給 要 件
●対象者（①～③の全てに該当する方）

①九重町国民健康保険の被保険者の方
②お勤め先から給与の支払いを受けている方
③新型コロナウイルス感染症に感染または発熱などの症状があり、
　感染が疑われ、療養のために労務に服することができなかった方

●支給期間
療養期間開始から一番最初の勤務日を起算日として、その後３日を経過した日から労務に服す
ることができない期間

●支給額
直近の継続した３か月間の給与収入の合計額を就労日数で除した金額×２／３×日数

●適用期間
令和５年５月７日までの間で、新型コロナウイルスに感染し、療養のため労務に服することが
できない期間
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予約・接種券交付
電話番号

九重町新型コロナワクチンコールセンター（健康福祉課内）
☎０９７３- ７６- ３８７０

※電話予約は、平日午前９時〜午後４時まで（その他のお問合せは午後５時まで）

新型コロナワクチン令和５年春夏（８月まで）接種のご案内
●お問い合わせ　新型コロナウイルスワクチン接種対策室　☎７６－３８７０

【接種券について】
〇お手元に接種券がある方は、お持ちの接種券で接種できます。
〇前回、オミクロン株対応ワクチンを接種しているア）に該当する方は、５月中旬から順次送付します。
〇イ）、ウ）に該当する方で、接種券を持っていない方はインターネット（下記の URL コードまた

は二次元コードを読み取って、申請できます。）、電話、窓口で申請をしてください。

URLコード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二次元コード▶︎
https://logoform.jp/form/cSUd/247397

※紛失・破損した場合や他市町村から転入した方は再発行手続きが必要ですので、下記のコールセン
ターへお問合せください。

　前回接種から３か月以上経過した下記の方を対象として追加接種が始まります。
　ア）６５歳以上の方 　イ）基礎疾患等がありその病気で入院・通院している方　ウ）医療・高齢者施設従事者

※医療機関への予約の問い合わせは業務に差し支えますのでお控えください。
※ワクチンの種類は国の配分によって変更になることがあります。
※予約はインターネット（下記のＵＲＬコードまたは二次元コードを読み取ると、予約サイト
　へ移行します。）または、「新型コロナワクチン接種コールセンター」　（76-3870）へ
　お電話ください。

①令和４年秋開始接種は、令和５年５月７日で終了します。まだ令和４年秋開始接種を受けていない
方のうち、令和５年春夏接種の対象者でない方（基礎疾患のない１２歳以上６５歳未満の方等）で、
令和４年秋開始接種を希望される場合は、令和５年５月７日までに接種してください。

②乳幼児、小児、当初接種（１・２回目接種）については上記のコールセンターにお問い合わせください。

個別接種

医療機関名 期　間 ワクチンの種類
矢原医院 ６月１２日～

８月１０日
※　医療機関によって接種日程・時間が異なりますので、
　　予約の際にお尋ねください。
※　飯田高原診療所は１８歳以上のみ

モデルナ
（予定）

友成医院
井上医院

飯田高原診療所

集団接種　　　
医療機関名 日　程 受付時間 ワクチンの種類

九重町保健福祉センター ６月 26 日（月）
７月   7 日（金）

　午後０：30
　　　 ～ 午後３時
※予約人数によっては
　終了が早まります

モデルナ

個別接種を希望の方、集団接種事前申込み忘れの方は、６月５日（月）９時～予約受付開始します。

ＵＲＬコード：https://jump.mrso.jp/444618/　　　　二次元コード▶︎

重 

要

広報ここのえ　2023.4 月号広報ここのえ　2023.4 月号1111



　６５歳から７４歳の方が後期高齢者医療制度の障がい認定を受ける際の申請受付を、役場１階住民課にて行っ
ています。障がい認定を受けると、現在加入している医療保険（国民健康保険や健康保険組合、健康保険協会、
共済組合等）から脱退し、後期高齢者医療保険に加入することになり、後期高齢者医療における保険料を納付し、
給付を受けることとなります。申請が必要な方は、下記のものをご持参のうえ、手続きをして下さい。

前納の種類 2 年前納 1 年前納 6 カ月前納 当月末振替
（早割） 毎月納付

１回あたりの
納付額

納付書払い
クレジット払い 387,170 円 194,720 円 98,310 円 － 16,520 円

口座振替 385,900 円 194,090 円 97,990 円 16,470 円 16,520 円

割引額

納付書払い
クレジット払い 14,830 円 3,520 円 810 円 － －

口座振替 16,100 円 4,150 円 1,130 円 50 円 －

【持参するもの】
●障がいの程度が確認できる書類（障害者手帳など）
●本人確認証明（運転免許証など本人と確認できるもの）
●マイナンバーカード等（マイナンバーを確認できる書類）

【前納の種類・納付額・割引額】

国民年金広場
国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
日田年金事務所　☎ 0973-22-6174

　令和５年４月分から令和６年３月分の国民年金保険料は、月額１６，５２０円です。
　保険料を納める際は、令和５年２月２０日から、現金・口座振替・クレジットカード等による納付に加え、新た
にスマートフォンアプリを使用した電子決済での納付が可能となりました。
　現金でのお支払いは、納付書を最寄りの金融機関・郵便局・コンビニエンスストアにご持参のうえ窓口でお
支払いください。
　口座振替やクレジットカードでのお支払いは、それぞれ納付申出書を提出することで可能となります。
　電子決済でのお支払いは、対象決済アプリ（au Pay・d 払い・PayB・PayPay）で納付書のバーコード
を読み取り、決済を行います。
　なお、保険料を前納いただける場合は、支払い方法によりそれぞれ割引があるのでお得です。

　毎月の保険料の納付期限は「翌月の末日」です。保険料の納め忘れがあると、障害や死亡など不慮の事態が
発生した際に障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられない場合がありますので、必ず納付期限までに納めましょう。
　所得が少ない、失業してしまった、などの理由で保険料の納付が困難な場合には、申請により保険料が免除・
猶予される制度がありますので、お近くの年金事務所または住民課までご相談ください。

※障がい認定を受けた方は、認定後 75 歳になるまでは、届出により将来に向かって
　撤回することができます。
　この場合、撤回後は国民健康保険または社会保険等に加入することになります。

６５歳～７４歳の方が後期高齢者医療制度の障がい認定を受ける際の手続き
●お問い合わせ　住民課  　☎７６－３８０２
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎ 097-534-1771
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狂犬病予防注射のお知らせ
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　犬を飼う場合は、登録し、狂犬病の予防注射を毎年１回受けさせることが狂犬病予防法により義務付けられて
います。詳しくは、令和５年度人権・環境カレンダーと九重町ホームページをご覧ください。

※追加６月８日（木）飯田公民館 10：00 ～ 10：30　　保健福祉センター（車庫前）11：00 ～ 11：30
●●個別接種　かかりつけの動物病院等で受けることができます。
　　　　　　なお、注射後獣医師が発行する「狂犬病予防注射済証」を保健福祉センターまでお持ちに
　　　　　　なり、狂犬病予防注射済票の交付を受けてください。

●●集合接種　登録されている方には個別通知をします。

ごみの収集日及び分別等にご注意ください
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎ 76-3150

　ごみの分別は、ごみ質の多様化に伴い処理方法が毎年
変わります。最新の分別方法は、令和５年度人権・環境カ
レンダー (３月に全戸配布 )をご覧いただき、ごみの減量
化及びリサイクルにご協力をお願いします。

 ごみの出し方 
●収集日　カレンダーに記載の所定の日
　　　　　（地区や分別によって異なります）
●時　間　午前８時 30 分までにゴミステーション
　　　　　まで持ち込んでください。

 玖珠環境センターへの持ち込み 
　玖珠環境センターに直接持ち込みを行う場合は、重
量に応じて一般廃棄物処理手数料が発生します。
※町指定ごみ袋に入れて持ち込みをしても手数料は発
生しますのでご注意ください。

 リサイクル 
●ペットボトルと缶・ビンに分けて指定袋に入れていた
　だきますようご協力をお願いします。
●雑がみ（菓子箱・包装紙・封筒・トイレットペーパー
　の芯など）は、リサイクル可能な紙類です。燃えるご
みで捨てずに、「古紙類の日」に出すよう心がけましょう。
※その他古紙類の分別方法は、カレンダー２月号
　のページをご覧ください。　　

子育て世代包括支援センターが
設置されました！

●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　子育て世代包括支援センターでは妊娠・出産から
子育てまで継続的なサポートをします。
　妊娠中・産後のこころとからだのこと、子育て中の
悩みや不安などご相談ください。

子育て世代包括支援センターの主な役割
＊情報・サービスの提供
子育て世代包括支援センターの利用は子育てに
関わるすべての人が対象です。地域の子育てに
関する必要なサービスや情報につなげます。
＊継続的なかかわり・相談の対応
保健師や栄養士などが相談内容に応じて情報提
供を行いサポートします。また、母子手帳の交
付や乳児訪問、乳幼児健診などを行います。
＊支援プランの作成
必要に応じて地域の子育てに関わる
機関と連携し、利用できるサービス
や支援、セルフケアなどを一緒に考
えます。

 南山田  
5
月
11
日

（木）

菅原集会所 9：30 ～ 9：40
竹尾石油前
( 二瀬バス停付近 ) 10：00 ～ 10：20

相挟間公民館 10：40 ～ 10：50
南山田公民館 11：00 ～ 11：20
引治生活改善センター 11：30 ～ 11：40
粟野小学校跡 11：50 ～ 12：00

 野 上 
5
月
19
日

（金）

滝上集会所 9：30 ～ 9：40
野矢小学校横 9：50 ～ 10：00
拓郷地区集会所 10：10 ～ 10：20
鹿伏集会所 10：35 ～ 10：45
野上公民館 11：00 ～ 11：20
保健福祉センター

（車庫前） 11：40 ～ 12：00

 東飯田  
5
月
18
日

（木）

竜門小学校跡 9：30 ～ 9：40
竜門寺広場 9：50 ～ 10：00
川上集会所会 10：10 ～ 10：20
書曲一・二地区集会所 10：30 ～ 10：40
東飯田地区体育館前 10：50 ～ 11：00
松岡公園 11：10 ～ 11：30

 飯 田  
5
月
10
日

（水）

白鳥神社 9：10 ～ 9：20
無田土地改良区 9：30 ～ 9：50
東部集会所 10：00 ～ 10：10
吉部消防詰所 10：20 ～ 10：30
筋湯日田バス停 10：40 ～ 10：50
湯坪集落センター 11：00 ～ 11：20
飯田公民館 11：30 ～ 11：50
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●内容　割引登録されていない車両（代車やレンタカーなど）での通行も一般レーンなどで手帳の対象シールを
提示することにより割引が受けられるようになりました。（これまで、対象となる自家用車を所有していな
かった方についても申請が可能となりました。）

※ ETC をご利用の場合は、これまで通り事前登録された本人等所有の車両のみが対象となります。
※すでに割引申請がお済みの方につきましては、今回の見直しによる新たな手続きはありません。

●内容　障がい者割引の ETC 利用登録につきましては、役場窓口で手続きをせずにマイナンバーカードを利用
したオンライン申請も可能となりました。（マイナポータルとの連携が必要です。）

※ ETC を利用しない方は、これまで通り役場窓口での申請のみとなります。
※オンライン申請に必要な書類や手続きの方法の詳細は、
　オンライン申請受付サイトよりご確認ください。
　【オンライン申請受付サイト　→　https://www.expressway-discount.jp】

シリーズ
『障がい福祉』

87 

有料道路における障がい者割引制度が見直されました
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

対象となる自動車の要件（１人１台）の緩和

ETC利用登録のオンライン申請の開始

夢をかたちに
　令和２年に発生した未曾有の豪雨災害から、この
７月で３年が経過し、４年目になります。全体的な
復旧は進んできましたが、耕地や河川の復旧には、
まだまだ時間を要しています。被害状況から見れば、
簡単にはいかないことはわかっていましたが、農業
従事者のお気持ちを考えると、一日も早く復旧しな
ければなりません。ご不便をおかけしますが、今し
ばらくお待ちください。必ず復旧させます。
　ところで、３月に行われたワールドベースボール
クラシック（世界野球）大会、全ては見ていませ

Vol.24

とびらをあけて

九重町長　日野 康志

町 長 コ ラ ム
んが、見ごたえのある試合ばかりでした。日本代
表という看板を背負い、大変な緊張の中、果敢に
チャレンジしている選手や監督、コーチやスタッフ
の姿は見ている人を惹きつけるものがありました。
普段あまり野球を知らない、見ない人たちも今回
の大会は、大いに盛り上がったのではないかと思
います。監督のインタビューで「選手を信じた」
という言葉が多く聞かれましたが、たぶん調子が悪
くて結果が付いてこない選手でも、人一倍努力を
重ねているからこそ信じたのだと思います。選手も
監督も、コーチもスタッフも技術はもちろんですが、
心も体も一流でした。
　「夢をかたちに」という言葉がある組織の一年
間の標語としてありましたが、その目標を達成する
ためにどれだけ汗をかいたか、どれだけ努力をした
かが大切であり、結果だけがすべてではないとい
う事です。九重町も人口は減少していますが、人
と自然は一流だと言われる様に、「夢をかたち」
にするために、これからも汗をかいていきます。
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ふるさとの
 文化財探訪

第107回

　♪　春が来た　春が来た　どこに来た
　　　　　　山に来た　里に来た　野にも来た　♪
　この歌は、明治４３年に掲載された文部省唱歌です。
春が来た喜びを表す歌として、人々に愛されている歌で
す。寒い冬を過ごし、あたたかい春風とともに、心に春
を感じます。
　４月、小さな背中に大きなランドセル、ピカピカの一
年生。私の時代は、男の子は「黒」 女の子は「赤」
と決まっていました。今は自分の好きな色のランドセルを
選び、自分らしさを出せる時代になりました。「みんなち
がってみんないい」その姿をみると笑顔になります。
　あなたの心に春は届いていますか？
人権と向き合う
　人権とは、「幸せに生きる権利」すべての人が持って
いる権利です。生まれた瞬間から誰にでも与えられた贈

春が来た

人権

No.320

り物。それが人権です。幸せになるための条件として、
幸せの大前提には「安全・安心・安定」という要素が
大きく作用してくると言われています。
　全国１万５０００人を対象にアンケート調査をしたところ、

「人とのつながり」・・・深い友人関係ではなく、ちょっ
とした人との触れ合いでさえ、人々の幸せにプラスに作
用することがわかりました。また、４つの因子として「やっ
てみよう（達成感）」「ありがとう（感謝）」「なんとか
なる（楽観的）」「あなたらしく（マイペース）」とのキー
ワードがあげられています。
　人の幸せを妨げるものの中に、「差別・偏見・先入観」
などの壁があります。全ての人が穏やかな人生を望み、
幸せになりたいと多くの人がそう願い毎日の生活を送っ
ています。そして、「差別」のない社会を願っています。
人と人の中、社会で生きている私たち。ストレスや困難
があり、傷つくこともあります。それでも生きていることで、
人は成長します。
　自分と意見が違う人たち、立場が異なる人たちの意見
を聞き、どれだけ理解することができるかがとても大切で
す。「差別をしない生き方をする人」が増えれば差別は
なくなります。幸せになるために、私たちにできること、
それは「人と人がつながること」「人権との正しい出会
い」をすることです。皆さんと一緒に、差別のない九重
町を築いていきましょう。みんな一緒に幸せに。
　　世界は広く大きい
　　宇宙は更に広くて大きい
　　しかし人間の「心」は更に更に広くて大きい

　九重町隣保館人権啓発指導員　安藤千恵美
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文
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専
門
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野
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う
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ん
す
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井
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苅
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っ
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。

　
元
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俳
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有
隣
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井
上
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九
州
行
脚
の
野
坡
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元
翠
亭

（
現
行
橋
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）
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い
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の
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享
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13
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８
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事
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、
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４
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上
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貞
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有
隣
は
同
門
と
し
て
馬
貞
・
遊ゆ
う
ご五

等
と
も
俳
交

が
あ
り
、
寛
保
２
年
（
１
７
４
２
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秋
、
遊
五
が

播
州
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位
山
に
詣
で
、
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蕉
遺
物
の
加
賀
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の
毛
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持
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隣
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与
え
て
い
る
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馬
貞
は
元
文
２
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（
１
７
３
７
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６
月
、
有
隣

亭
に
旅
寝
し
、

寝
て
肥
し
旦あ
し
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市
の
初
鰹　
　
馬
貞

の
吟
を
残
し
て
い
る
。
有
隣
亭
付
近
に
は
、
魚
屋
が

軒
を
連
ね
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
鰹
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夏
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季
語
で
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回
遊
魚
で
あ
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初
夏
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黒
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乗
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南
方
か
ら
日
本
近
海
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き
ま
す
。

　
今
日
井
上
家
に
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隣
宛
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馬
貞
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書
簡
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馬
貞
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『
築
波
の
道
連
』、
馬
貞
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懐
紙
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有
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ま
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馬
貞
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大
橋
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中
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風
亭
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ね
た
り
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有
隣
亭
近
く
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あ
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安
楽
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現
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廃
寺
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住
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し
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い
ま
す
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旧
誓
は
、

自
分
が
死
ん
だ
ら
枯
野
塚
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芭
蕉
塚
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横
に
自

分
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墓
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べ
る
よ
う
に
と
の
遺
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に
よ
っ
て
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大
橋
連
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そ
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遺
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し
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の
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に
葬
っ
て
い
ま
す
。
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野
塚
は
、
有
隣
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父
元
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に
よ
っ
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宝
永
初
年
に
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立
さ
れ
た
も
の
で
す
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有
隣
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貞
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に
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四
十
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追
善
の
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せ
て
い
る
。
そ
の
前

書
に
、「
往
昔
亡
父
（
元
翠
）
か
交
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よ
り
か
そ

ふ
れ
ハ
五
十
と
し
餘
り
三
年
に
過
た
り
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あ
り
、

父
の
代
か
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数
え
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53
年
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交
わ
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あ
っ
た
と

い
う
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元
禄
12
年
（
１
６
９
９
）
刊
の
三さ
ん
い惟
編
・
榎え
な
み並

舎し
ゃ
ら
ば
つ

羅
跋
の
『
梅
の
嵯
峨
』
に
、
投と
う
す
い錐
（
馬
貞
）
と

元
翠
が
並
ん
で
句
が
入
集
さ
れ
て
い
る
。

着
て
見
た
る
こ
や
陸
奥
の
布
つ
き
ん　
元
翠

こ
か
ら
し
や
鶏
の
そ
く
臼
の
底　
　
投
錐

　
53
年
の
交
わ
り
は
、
馬
貞
が
「
投
錐
」
と
俳
号

を
名
乗
っ
て
い
た
頃
か
ら
の
風
交
で
あ
る
。

『築波の道連』（部分）
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新刊・新着図書案内　～4月2日は「国際こどもの本の日」4月23日は「子ども読書の日」です～

2023春の子ども読書週間スタート！図書館イベントにぜひご参加ください

●児童図書・コミック
いちねんせいえほん	 高濱正伸、林ユミ
みやこかがみ	 いもとようこ
木箱の蝶	 藪口莉那、横須賀香
みかんきょうだいのたんけん	 ホソカワレイコ
いのちがかえっていくところ	 最上一平、伊藤秀男
あばれネコ	 キューライス
ゴリラさんだめです	 キューライス
大雪のサバイバル	 ポドアルチング
ＯＮＥ ＰＩＥＣＥ １０４・１０５巻	 尾田栄一郎
名探偵コナン １０２巻	 青山剛昌
●一般図書
大逆転（文庫）一穂ミチ、綾辻行人、他
真珠とダイヤモンド 上・下巻	 桐野夏生
ブラックボックス	 砂川文次
名探偵のままでいて	 小西マサテル
川のほとりに立つ者は	 寺地はるな
３分で仰天！大どんでん返しの物語	
われら闇より天を見る	 クリス・ウィタカー
デジタル・ファシズム	 堤未果
この国は歪んだニュースに溢れている	 辛坊治郎
外国人差別の現場	 安田浩一、安田菜津紀
あの偉人は、人生の壁をどう乗り越えてきたのか	 真山知幸
イルミネーション＆光の冬旅	 丸々もとお
天才を育てた親はどんな言葉をかけていたのか？	

牧野富太郎の人生	 真山知幸、親野智可等
脳の闇	 中野信子
かえし言葉のフレーズ事典	 吉裕子
聞く技術聞いてもらう技術	 東畑開人
行きたい！残したい！すごい温泉１００	 渡辺裕美
星野リゾート公式ＦＡＮＢＯＯＫ	 宝島社
今たのしむ！昭和レトロポップス	 西山宏明　他

「がまん」するから老化する	 和田秀樹
ヒミツの味つけ手帖 あの名店から定食屋まで！	 主婦の友社 
ルポ食が壊れる	 堤 未果
人と暮らしと、台所～冬から春	 ワタナベマキ
レンジですぐうま！朝昼晩の冷凍うどん	 浜内千波
上手い写真は構図が９割	 河野鉄平
大人のためのかごバッグと帽子	 文化出版局
小さな庭のスタイルブック	 ｔｈｅ Ｆａｒｍ ＵＮＩＶＥＲＳＡＬ ＣＨＩＢＡ
花づくり百科	 田中幸雄
お気に入りのはぎれで作る布絵手紙	 きくちいま
目の見えない白鳥さんとアートを見にいく	 川内有緒
●DVD・郷土資料
映画おしりたんてい　シリアーティ（DVD）
映画トムとジェリー（DVD）
シング ネクストステージ　ＳＩＮＧ２（DVD）
東京２０２０オリンピックＳＩＤＥ：A（DVD）
東京２０２０オリンピックＳＩＤＥ：Ｂ（DVD）
ファンタスティックビーストと黒い魔法使いの誕生（DVD）
ファンタスティックビーストとダンブルドアの秘密（DVD）

　ほんの森４月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
（10時30分~11時）

４月のボランティアグループは「チームそら
まめくん」 の皆さんでした。５月は 「ぷち
トマト」 の皆さんです。（５月１３日予定）

春ですね。図書館で楽しい時間を過ごしませんか。赤ちゃんから小学生、
そして大人も一緒に絵本の世界へ♪※マスクの着用をお願いしています。

春の図書館マナーアップ！
図書館をご利用の際はご確認ください。
●本をかりる際は利用者カードをご提示下さい。

※利用者カードをご提示できない場合は
　お名前を司書にお伝えください。（フルネームで）

●返却期限は２週間です。（※ DVD は１週間）
●本を汚破損してしまった時は必ずお知らせ下さい。

▲おはなし会で読んだ本 ▲３月おはなし会の様子

イベント第１弾　「クイズ！ここのえまち」～この地名の読み方わかりますか？～
　九重町のちょっと難しい地名の読み方をクイズにしました。子ども読書週間のイベント期間中、問題を解いて用紙を
提出して頂いた方に参加賞と答えを差し上げます。（参加賞は先着５０名）
　子どもたちにぜひ挑戦してもらいたいのですが、難しいと思いますので、ぜひご家族皆さんで考えてみて下さい。九
重町を知るきっかけになると嬉しいです。
　●期間：４月１１日㈫ ～５月中旬頃まで　※参加賞は先着５０名に限ります。

イベント第２弾　「絵本のリレー」
　カウンターに１冊の絵本を置いています。その絵本を「読んでみたい！」と思った方は、絵本を手に取りカウンター
でかりて下さい。かりた方には、かわりに置く「１冊」を選んでもらいます。
　絵本がバトンのようにどんどんリレー形式でつながれていくというイベントです。あなたが選んだ絵本を誰かがかり
ていると思うと楽しい気分になりますね。絵本のリレーに参加して頂いた方には記念品をプレゼント！どうぞ、ご家族
でご参加ください。お待ちしています。
　●期間：４月１１日㈫～５月２１日㈰

　春の恒例イベント！ 新 聞 紙 の 無 料 配 布
４月１日㈯より、図書館入口にて今年も新聞紙の

無料配布を行います。２年前の新聞 5 紙になります。
たくさんの方に喜んでいただいている無料配布です。

※無くなり次第終了しますのでお早めに。
●野菜包み　●油の始末　●ペットのお世話など…。
新聞紙を持って行くときは司書にお声かけ下さい。

お
知
ら
せ
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九重ふるさと九重ふるさと
参 加 者 募 集 中

現在、九重ふるさと自然学校では下記のプログラムの参加者を募集中です。奮ってご参加ください。

【抽選結果のお知らせについて】
　抽選の結果は、お申込みいただいた皆様に、申込締切日から翌々日までにご連絡します。お申込み時のメール
アドレスに送付しますので、ご確認お願いします。なお、当選後にやむを得ずキャンセルする場合は、出来るだ
け早いご連絡をお願いいたします。再抽選または再募集を行います。

　春、夏、秋、冬、季節によって移ろいゆく九重の自然とそこに息づく生きものたちを観察します。目を凝らし、
耳を澄ませ、匂いを感じ、時には触れて。四季を感じるプログラムです。
　日　　程：春 夏 秋 冬

4月23日(日) 6月25日(日)   9月24日(日) 12月24日(日)
4月30日(日) 7月23日(日) 10月29日(日)   1月28日(日)
5月  4日(木･祝) 8月27日(日) 11月26日(日)   2月25日(日)
5月28日(日)

　田植えは裸足で田んぼに入り、苗を 1 本ずつ手で植えます。生きもの採集と観察会では、トノサマガエルな
どのカエル類やおたまじゃくし、トンボの幼虫 ( ヤゴ ) など、田んぼの生きものをしらべてみましょう。
　日　　時：6 月 3 日（土）10:00 ～ 15:00　※順延日 6 月 4 日（日）
　集合場所：九重ふるさと自然学校 自然教室（九重町田野 1726-143）
　参 加 費：1 名 1,000 円　※ 3 歳以下無料
　申込締切：5 月 20 日（土）
　　※田植え以降は、下記の日程、内容を予定しています。
　　　第 2 回 10 月 9 日（月・祝）「稲刈りと秋の生きものしらべ」
　　　第 3 回 11 月 4 日（土）「脱穀と稲わらリースづくり」
　　　第 4 回 12 月 9 日（土）「しめ飾りとミニ門松づくり」
　　応募者多数の場合、【抽選】となります。

　田んぼで泥んこになりながら生きものたちを採集し、一緒にじっくり観察してみよう！たくさんのカエルや
ゲンゴロウの仲間たちが待っています。
　日　　時： 6月17日（土）、 7月16日（日）、 8月20日（日）、 9月18日（月･祝）
　時　　間：10:00 ～ 12:30
　集合場所：九重ふるさと自然学校 自然教室（九重町田野 1726-143）
　参 加 費：1 名 600 円　※ 3 歳以下無料
　申込締切：各回の２週間前
　　応募者多数の場合、【抽選】となります。

く じ ゅ う の 生 き も の 観 察 会

自 然 で 遊 ぼ う‼お や と こ ～ 田 ん ぼ の 巻 ～ 田 植 え と 初 夏 の 生 き も の し ら べ

田 ん ぼ の 生 き も の さ が し

　時　　間：10:30 ～ 12:00　※雨天中止
　集合場所：九重ふるさと自然学校事務所（九重町田野 1726-408）
　参 加 費：１名 300 円　※ 3 歳以下無料 
　　※事前申し込み不要
　　※１０名以上の団体利用の場合は事前にご相談ください

お申込み ･ お問い合わせは九重ふるさと自然学校 ( ☎︎ 73-0001) まで
ホームページからもお申込みいただけます
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暮らしの情報　●

試
験·

講
習
会

受
講
料
無
料
！
７
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

　
再
就
職
への
決
意
と
希
望
を
胸
に
、
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
職
業
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス　

　

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・

リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
／
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間　

　
４
月
24
日
㈪
～
６
月
７
日
㈬

■
訓
練
期
間　

　
７
月
４
日
㈫
～
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

■
そ
の
他　

　
５
月
10
日
㈬
・
５
月
23
日
㈫
に

　
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

だ
さ
い

■
申
請
期
間

　
５
月
１
日
㈪
～
６
月
15
日
㈭

　
※
土
日
・
祝
日
除
く
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　
玖
珠
警
察
署
内
（
公
財
）

　
大
分
県
交
通
安
全
協
会
玖
珠
支
部

　
（
☎
７
２
‐
１
６
６
１
）

労
災
職
業
病
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
建
設
土
木
現
場
や
林
業
、
ト
ン
ネ
ル
工

事
、
船
員
と
し
て
長
年
働
い
た
人
で
、
手

指
の
し
び
れ
、
冷
え
、
痛
み
、
こ
わ
ば
り

（
振
動
障
害
）、
耳
鳴
り
や
耳
の
聞
こ
え
が

悪
い
（
騒
音
性
難
聴
）、
咳
、
タ
ン
が
出

る
（
じ
ん
肺
、
ア
ス
ベ
ス
ト
）
な
ど
の
症

状
が
あ
る
人
は
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

全
日
本
建
設
交
運

一
般
労
働
組
合
（
建

交
労
）
九
州
支
部

　

(

☎
０
１
２
０
‐

　
　
５
４
６
‐
６
４
３)

「
赤
十
字
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」
開
催

　

赤
十
字
は
、「
人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、

尊
厳
を
守
る
」
こ
と
を
使
命
に
、
災
害
救

護
事
業
を
は
じ
め
、
国
内
外
で
様
々
な
活
動

を
行
って
い
ま
す
。

　
今
回
、
赤
十
字
の
活
動
を
楽
し
く
体
験
し

て
い
た
だ
く
「
赤
十
字
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」
を

開
催
し
ま
す
の
で
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
掲
載
し
て
い
る
行
事·

相
談
会
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
５
月
９
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き　
５
月
11
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階　
３
０
１
会
議
室

■
内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類

の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　

③
相
続
問

題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

■
と
　
き　
５
月
13
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
大
分
市
「
ト
キ
ハ
わ
さ
だ

　
タ
ウ
ン　
フ
ェ
ス
タ
広
場
」

■
内
　
容　
小
さ
い
お
子
さ
ん
や
親
子
で

赤
十
字
の
事
業
で
あ
る
災
害
救
護
、
医

療
、
献
血
を
楽
し
く
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ナ
ー

を
体
験
す
る
と
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

交
換
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
７
）

▲ＨＰ

お
知
ら
せ

優
良
運
転
者
表
彰
申
請
の
お
知
ら
せ

■
対
象
者

　
大
分
県
交
通
安
全
協
会
会
員
で
、
現
に

自
動
車
等
の
運
転
に
従
事
し
、
申
請
基

準
を
満
た
す
方

■
表
彰
区
分

　
優
良
運
転
者
表
彰
50
年
、
40
年
、
30
年
、

20
年
、
15
年
、
10
年

※
申
請
基
準
や
必
要
書
類
等
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
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『緊急走行に対するご協力のお願い 』
問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句初

鳴
き
を
今
年
も
聞
い
た
と
い
う
報
告
の
句
で
す
が
、
下
五

の
「
泣
い
ち
っ
ち
」
で
何
と
も
楽
し
い
句
に
。
歳
を
と
っ
て

も
頑
張
っ
て
い
る
よ
と
い
う
作
者
の
声
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

彼
岸
会
に
家
族
揃
っ
て
墓
参
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
元
気

溢
れ
る
孫
の
姿
を
つ
い
描
写
。
中
七
・
下
五
の
リ
ズ
ム
感
で

効
果
が
出
ま
し
た
。

針
の
穴
は
一
度
で
は
な
か
な
か
通
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
一

度
で
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
そ
の
所
作
を
春
う
ら
ら
の
季
語

と
取
り
合
わ
せ
ま
し
た
。
お
見
事
。

　
「
入
学
式
」
は
春
の
季
語
。
四
月
は

明
る
い
陽
光
の
も
と
桜
を
は
じ
め
、

い
ろ
ん
な
花
が
咲
き
、
木
々
が
芽
を

吹
き
生
命
力
が
最
も
み
な
ぎ
る
季
節
。

　
「
花
は
吹
雪
よ
」
の
中
七
が
ラ
ン
ド

セ
ル
と
コ
ラ
ボ
し
ま
す
。
花
の
季
節
に

ふ
さ
わ
し
い
句
と
な
り
ま
し
た
。

初
鳴
き
を
今
年
も
聞
け
た
泣
い
ち
っ
ち

蟄ち
つ
ら
い雷
や
蟻
の
マ
ー
チ
も
空
仰
ぐ	

ト
シ
子

五
十
音
書
い
て
読
ま
せ
て
春
を
待
つ	

則
子

シ
ャ
ボ
ン
玉
自
分
を
写
し
消
え
て
ゆ
く	

豊
國

会
釈
す
る
隣
の
庭
の
犬
ふ
ぐ
り	

律
子

電
話
鳴
る
朗
報
の
声
春
隣	

八
千
子

坊
が
つ
る
黒
に
染
ま
り
て
春
を
待
つ	

桐
友

愛
ら
し
き
瞳
は
母
似
花
杏	

末
子

春は
る
が
す
み霞
孵
ら
ぬ
卵
抱
く
小
鳥	

干
城

雛
納
め
ス
マ
ホ
で
会
話
す
る
母
子	

ヨ
ウ
子

花は
な
す
お
う

蘇
枋
母
の
声
聞
こ
え
た
よ
う
な	

恵
子

桜
雨
う
し
ろ
姿
の
亡
母
を
追
ふ	

香
澄

兄
逝
く
日
弥
陀
に
帰
命
春
時
雨	

ム
ツ
子

の
っ
た
り
と
富
士
の
高
嶺
も
春
日
か
な	

春
蘭

サ
ッ
ク
ス
の
リ
ー
ド
自
在
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ	

直
人

三
分
咲
き
ネ
ッ
ト
の
中
の
ブ
ル
ー
ベ
リ	

勝
子

ウ
ク
ラ
イ
ナ
土
筆
も
み
ん
な
枯
れ
に
け
り	

泉
渓

夕
霞
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
は
兎
の
眼	

好
美

病
む
涙
ど
こ
ま
で
沈
む
春
夕
焼	

一
主

惜
春
や
厨
あ
ふ
る
る
山
の
幸	

左
世
美

親
も
子
も
心
う
き
う
き
新
入
生	

良
子

恋
猫
の
ひ
た
む
き
さ
に
も
及
ば
ざ
り	

次
江

弟
の
和
ら
ぐ
病
春
の
雨	

文
子

ふ
と
見
れ
ば
川
面
に
揺
れ
る
蝶
の
舞	

玲
子

彼ひ
が
ん
え

岸
会
や
こ
の
孫
誰
に
似
た
の
や
ら

春
う
ら
ら
一
度
で
決
ま
る
糸
通
し

入
学
式
花
は
吹
雪
よ

　
　
　
　

ラ
ン
ド
セ
ル

時
松
ヤ
ス
コ

野
木 
チ
ズ
子

重

吉

小
田　

純
子

入学式

（
編
集
後
記
）
役
所
も
新
年
度
を
迎
え
、
人
事
一
新
で
す
。

企
画
調
整
課
も
衣
替
え
し
て
二
つ
の
課
に
。
広
報
は
「
情
報
デ
ジ
タ
ル

推
進
課
」
で
担
当
で
す
。
▽
四
月
は
春
本
番
、
楽
し
い
句
が
集
ま
り
ま

し
た
。
俳
句
は
誰
よ
り
も
自
分
が
楽
し
む
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
お
手

本
で
す
。「
泣
い
ち
っ
ち
」「
こ
の
孫
」「
糸
通
し
」
い
ず
れ
も
元
気
の

出
る
楽
し
い
句
で
す
。	

（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

五
月
号
の
締
め
切
り
は
四
月
二
十
四
日（
月
）で
す
。

広
報
の
担
当
課
は「
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
」に
変
更
で
す
。

ハ
ガ
キ
の
宛
名
を
変
え
て
投
稿
方
お
願
い
し
ま
す
。

時 記歳

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
三
席

　
二
十
三
席

　みなさんは運転中に、サイレンを鳴らし赤色灯を点灯した
消防車や救急車が近づいて来たら、進路をスムーズに譲る
ことが出来ますか？今回は、このような緊急自動車が接近し
てきたときの正しい対処法をお伝えします。
　消防車や救急車は、消火活動や傷病者の搬送など緊急
性の高い用務を行うことから道路交通法において、道路の
右側部分に車体の全部又は一部をはみ出して通行するこ
と、赤信号の交差点に進入できることなどの特例が認めら
れています。そのため、道路交通法では、緊急自動車が
接近してきた場合の対応が次のように定められています。
〇交差点又はその付近の場合
　交差点を避け、かつ、道路の左側（一方通行となって

いる道路においてその左側に寄ることが緊急自動車の通
行を妨げることとなる場合は、道路の右側）に寄って一
時停止しなければならない。
〇交差点又はその付近以外の場合
　道路の左側に寄って緊急自動車に進路を譲らなければ
ならない。
　いずれの状況でも大切なのは、どのように走行すれば緊
急自動車の進行の妨げにならないか考えることです。また、
緊急自動車からマイクで指示がある場合は、その指示に
従ってください。
　緊急自動車が、迅速かつ安全に走行できるよう、皆さま
のご理解とご協力をお願いします

こちらこちら
119番119番
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 編 集 後 記
　今年度も広報を担当させていただくこと
になりましたのでよろしくお願いします。
　桜を眺めながら昔学校で習ったことを思
い出しました。桜の木を使った染め物をす
るとき、桜の花びらを使うのではなく木の
枝を使ってピンク色に染めるそうです。きれ
いな花を色付かせる力は木全体に秘められ
ていると考えると、感慨深く感じたのを覚え
ています。	 T.E　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

４
月

号
令
和
５
年
４
月
17日

発
行（
通
巻
803号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
 0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ

４
月
・
５
月
の
休
日
当
番
医

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
4 月 23 日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101  4 月 23 日 玉 井 歯 科 医 院 恵 良 76-2018

29 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 72-0330  29 日 井上歯科医院 ( 日田） 日田市 0973-22-3305
30 日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167  30 日 伊 藤 歯 科 医 院 日田市 0973-24-5700

5 月 3 日 高 田 病 院 春日町 72-2135  5 月 3 日 樋口歯科クリニック 日田市 0973-22-8881
4 日 矢 原 医 院 野 上 77-6121  4 日 長 尾 歯 科 玖珠町 72-7122
5 日 荒 木 医 院 森 72-2466  5 日 も ちまつ 歯 科 医 院 日田市 0973-22-8071
7 日 北 山 田 クリニック 北山田 73-2030  7 日 ご と う 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

14 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143  14 日 秋 吉 歯 科 医 院 玖珠町 72-0421
21 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127 21 日 北 山 歯 科 医 院 日田市 0973-52-3553
28 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 72-7100 28 日 村 山 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3303

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　　　
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ
鳥／カッコウ

４月生まれ

永
えいらく
樂 咲

さ き
希 さん

（保護者：永
えいらく
樂 剛

たけ し
士）

１歳香
こうした
下 律

りつ は
葉 さん

（保護者：香
こうした
下 慎

しんたろう
太郎）

２歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

５月がお誕生日のお子さん
４月２４日（月）

６月がお誕生日のお子さん
：５月２９日（月）

応募締切

人 の 動 き
３月 1 日～ 3 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,621 人 （-46）
男 4,159 人 （-13）
女 4,462 人 （-33）

世帯 3,865 （ + 3 ）
（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

加
か し ま

島　 櫻
お う が

翔 男 文
ふ み た け

竹 下 旦 五
篠
しのはら

原　 魁
かいせい

成 男 龍
り ゅ う せ い

成 中 央 二
藤
ふじもと

本　 桜
さ な

奈 女 聖
き よ ひ ろ

弘 粟野本村

おめでとうございます

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

110 交通安全 2023.3 月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 3 2 13 15
野 上 16 16
飯 田 1 1 2 52 54
南山田 4 2 29 31

計 1 8 6 110 116

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

秋
あきよし

好 キミカ ９７ 荻 釣 下
江
え が み

上　 正
まさのぶ

信 ７６ 無 田 下
江
え と う

藤　 壽
と し え

重 ８３ 木 納 水
小
お だ

田 美
み よ こ

代子 ８９ 梶 屋
小
お ば た

幡　 勝
かつひこ

彦 ９４ 南 恵 良
窪
く ぼ た

田 千
ち よ こ

代子 ８９ 川 東 上
佐
さ と う

藤　 弘
ひろたか

高 ８９ 潜 石
佐
さ と う

藤 美
み え こ

惠子 ７５ 栗 原
佐
さ と う

藤　 六
ろくひこ

彦 ９２ 尾 本
塩
しおざき

崎　 和
かずあき

秋 ８１ 後 野 上
高
たかくら

 雄
ゆういちろう

一郎 ６７ 重 原
武
た け だ

田　 梶
か じ こ

子 ８７ 日 向 下
平
ひらやま

山 ミズヱ ９５ 栗 原

松
ま つ ぎ

木 サチ子 ９０ 川 下 北
松
ま つ ぎ

木 千
ち よ こ

代子 ９９ 富 迫 下
矢
や の

野　 絹
き ぬ え

枝 ９１ 宝 泉 寺
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